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研究成果の概要（和文）：本研究の最大の成果は、日本列島における古代の文字文化が、同時代の朝鮮半島の文字文化
の影響を強く受けて形成されたことを、具体的な資料を通して明らかにしたことである。本研究の過程で、韓国の国立
中央博物館や国立文化財研究所、国立海洋文化財研究所と緊密な連携をとり、各機関との全面的な協力を得ながら、調
査研究を円滑に遂行することができた。本研究の上に築かれた日本と韓国の研究者の信頼関係は、今後の研究にも大き
な助けとなるであろう。さらに本研究の成果は、国立歴史民俗博物館の国際企画展示｢文字がつなぐ　古代の日本列島
と朝鮮半島｣に結実し、一般市民にわかりやすい形で広く公開した。

研究成果の概要（英文）：The achievement of the study is that on the basis of the actual materials, it 
revealed that the development of the writing culture of the ancient Japanese Archipelago was 
significantly influenced by the writing culture of the Korean Peninsula. In addition, the study involved 
close collaboration with three institutions in Korea including the National Museum of Korea, the National 
Research Institute of Cultural Heritage, and the National Research Institute of Maritime Cultural 
Heritage. The study proceeded effectively with their full support. The mutual trust among the researchers 
of Japan and Korea built through the study should greatly contribute to future studies. Furthermore, the 
study led to the special exhibition of the National Museum of Japanese History titled “A Connection of 
Characters: The Japanese Archipelago and the Korean Peninsula in Ancient Times" in which the achievement 
of the study was presented to the general public in an accessible and comprehensible manner.
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１．研究開始当初の背景 

 

 国立歴史民俗博物館では30年にわたり、全

国各地からの木簡・漆紙文書・墨書土器・銅

印・銭貨などの出土文字資料の調査，古代日

本の石碑の複製製作展示，古代荘園図の収

集・複製・研究，そして現在も継続中の正倉

院文書約800巻の完全複製作業など、古代の

文字資料全般についての調査研究を進めて

きた。加えて近年、韓国や中国で、木簡や簡

牘、石碑資料などの出土文字資料の発見がめ

ざましく、これら東アジアの出土文字資料を

取り入れた体系的な古代の文字文化研究を

進める必要が生じた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題の最大の眼目は，古代文字資料

についての資料単位の調査実績を踏まえ，東

アジア諸国，とくに中国・韓国そして日本に

おける文字資料の比較検討を経て，文字文化

の伝播の実態と古代日本における文字文化

の全体像を描くことである。これまでは漠然

と、中国で生まれた漢字文化が日本列島にも

たらされたと考えられていたが、近年、韓国

の６～7世紀代の遺跡から出土する木簡や石

碑などの検討から、日本列島の文字文化が、

朝鮮半島の同時期の文字文化の影響を色濃

く受けていることが明らかになってきた。本

研究ではこうした近年の動向をふまえて、日

本列島における文字文化の形成を、中国や朝

鮮半島の具体的な文字資料の検討をふまえ

て描き出すことを目的とする。 

  
 
３．研究の方法 

 

具体的には，中・韓・日における書写材料の

検討や，文法・発音など字音表記の国語学的

分析による古代朝鮮の複雑な実態とその影

響を受けた古代日本の実態の解明，文字文化

が伝播する上で大きな役割を果たした仏

教・儒教・道教・呪術などの宗教的要素の解

明，口頭伝達や木簡・正倉院文書など古代日

本の文字文化の全体的な骨格の解明などを

切り口に検討を進める。 
 
４．研究成果 
 

2010 年度は国内・韓国における出土文字

資料の調査研究を中心に行った。国内では、

飛鳥地方の 7 世紀木簡の検討・釈文の再検討

を行い、研究会では 7 世紀木簡研究の課題を

抽出した。また、古代近江地域は渡来人が数

多く居住し、早くから文字文化が浸透してい

た地域であることから、滋賀県内の 7 世紀の

古代文字資料(文字瓦・古印・超明寺養老元年

碑)の調査を実施した。 

 韓国では、韓国で初めての地方官衙木簡と

考えられる羅州伏岩里遺跡の木簡および出

土地の調査を通じ、労働力編成や穀物栽培の

あり方など、古代日本にも通じる百済の地方

社会および支配の実態が明らかとなった。さ

らに、韓国国立中央博物館との共同研究とし

て、伝仁容寺址遺跡出土木簡や慶州雁鴨地出

土墨書・刻書土器の調査を実施した。また、

これらの調査に合わせて、歴博および早稲田

大学において韓国古代木簡研究会を定期的

に実施し、調査の事前準備及び検討結果の整

理を行っている。 

また、研究代表者(平川)が 20 年間におよぶ全

国各地の遺跡出土の文字資料調査に伴う文

字資料の出土直後における貴重かつ膨大な

写真資料について、公開を前提とする画像デ

ータ化に着手した。写真資料整理とデータ化

の方法と今後の方針を検討し、委託業者を選

定し、約 1,600 枚のデータ化を終了させた。 

2011 年度も引き続き国内・韓国・中国におけ

る出土文字資料の調査研究を中心に行った。

国内では、九州福岡県の古代文字資料を調査

した。大宰府跡・筑後国府・大野城など、福

岡県内には古代の官衙遺跡が集中しており、

文字資料も豊富である。これらの調査・検討



を通じて古代における東アジアとの窓口と

して機能していた様相を明らかにした。 

 韓国では、国立中央博物館において実施さ

れた企画展「文字、それ以後―韓国古代文字

展」が実施された。本展示では韓国国内の主

だった文字資料が集められて展示されてお

り、これにあわせて調査・検討会を実施した。

特に石碑の実見調査により、釈文の訂正など

成果をあげられた。また、展示期間中に開催

されたシンポジウムにも参加するなど、韓国

の研究者との意見交換も積極的に行った。ま

た、本年度から中国走馬楼呉簡の本格的な調

査に入った。本年度は木簡・木牘を中心に実

見調査を行い、概要把握と図版などでは分か

らない形状などについて細かに観察した。こ

れらの調査報告および新出文字資料につい

ての考察は、研究会を開催して検討を深めて

いる。 

 さらに、昨年度に引き続き全国各地の文字

資料の出土直後における写真資料画像デー

タ化を進めた。本年度は約 1,800 枚のデータ

化を終了させた。 

2012 年度は３年目の中間報告として、研究

者のみならず広く市民を対象とした歴博国

際シンポジウム「古代日本と古代朝鮮の文字

文化交流」を開催した。 

 シンポジウムでは、韓国国立中央博物館・

韓国国立文化財研究所の協力のもと、韓国の

考古学・古代史を牽引する研究者からの報告

を得た。これらの報告およびシンポジウムで

は、韓国における古代木簡の最新成果が公表

されたとともに、古代から中世にかけての日

韓の文字文化交流の一端を明らかにするこ

とができた。両日とも多数の参加者から意

見・質問が出され、古代文字文化に対する関

心の深さがうかがわれた。 

国内調査にも重点を置いた。福岡県の出土文

字資料では、科研メンバーだけではなく九州

地方の古代史研究者が多く参加し、調査後の

検討会において活発に意見交換が行われた。

調査対象とした太宰府市国分松本遺跡・福岡

市元岡遺跡群は、福岡県北部に位置し、古代

朝鮮からの文化の窓口となった地域である。

これらの遺跡から出土した木簡は 7世紀後半

代のもので、古代国家の諸制度形成を考える

上で重要な資料であると位置づけられる。前

年度の久留米市・小郡市における資料調査に

続き、福岡県内の主要な遺物を網羅的に調査

することができた。 

2013 年度は韓国の石碑の調査に重点を置き、

多くの知見を得ることができた。具体的には、

韓国ソウルの国立中央博物館において、古代

朝鮮の石碑資料の実見調査を行った。また、

慶州の国立慶州博物館においても、博物館所

蔵の古代石碑の実見調査、雁鴨池出土資料の

実見調査を行った。さらに国立慶州文化財研

究所において、伝仁容寺跡出土木簡の実見調

査を行った。国内においては、秋田城跡漆紙

文書の再検討を通じて、これまで明らかでは

なかった知見を得ることができた。8 世紀に

おける秋田城の位置づけについては、これを

国府とみる説と、国府ではないとする説が対

立しているが、これまで、出土文字資料の検

討からそのことが論じられたことはほとん

どなかった。本年度の漆紙文書の再検討によ

り、あらためて秋田城の位置づけについて議

論の素材を提供することが可能になったと

思われる。 

 なお、2012 年 12 月 15 日（土），16 日（日）

にイイノホールで行われた歴博国際シンポ

ジウム「古代日本と古代朝鮮の文字文化交

流」をまとめた書籍を、大修館書店から刊行

した（国立歴史民俗博物館・平川南編『古代

日本と古代朝鮮の文字文化交流』大修館書店、

2014 年 3 月）。本書は、研究課題の成果の一

つとして位置づけられる。 

 2014 年度は、これまでの研究の総括とし

て、国立歴史民俗博物館において国際企画展

示「文字がつなぐ －古代の日本列島と朝鮮

半島－」を 10 月 15 日から 12 月 14 日までの



会期で実施した。韓国国立中央博物館、韓国

国立文化財研究所、韓国国立海洋文化財研究

所の全面的な協力のもと、韓国内の出土木簡

や古代の石碑などの原品・複製品を数多く借

用し、日本列島の古代の文字資料と比較して

展示することで、日本列島の古代の文字文化

が古代の朝鮮半島の影響を色濃く受けてい

た様相を明らかにした。会期中には科研のメ

ンバーを講師とする歴博フォーラム「古代東

アジアの文字文化交流」を開催し、専門家や

一般市民を含め 200 名以上の参加を得た。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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